




■ 東大門デザインプラザ（DDP）
（設計：ザハ・ハディド）
●都市設計の形態の発見・発明

 梨花⼥⼦⼤とデザインコードは違えど、都市形態の在り⽅として
⼈々の動線・滞留を開放された地下地盤に引き込み、都市的な流れを
作り出している。公園の表⾯にある隙間や湾曲部からその下に広がる
⾰新的なデザインを垣間⾒ることで更に内部に誘導していく。都市・
公園・プラザの境界も流動的な形態で曖昧にしつつ、どの階や⾓度か
らも折れ曲がり湾曲した建物のサーフェスを通じてつながってい⾏
く。韓国の伝統⽔墨画の描写からヒントを得たと語っているが、都市
空間の流れを新たに具現化した建築的ランドスケープとして全く新し
い都市の市⺠空間を創出してる。緑も⼤きく育ち、建物の隙間、流線
的フォルム、⼈々が集う⾯⽩い構図が随所に感じられ、ソウルのデザ
インの聖地として「必ず⾏くべき世界の名所」にも選定され魅⼒的な
ランドマークとして今も活気を保ち続けている。

建築の隙間と人々 　　　　　　美術館の階段ホール

●実存させた社会

 コンペから建設まで⻑い期間、膨らむ建設費問題も含めてこの建物が実
現した功績は韓国、ソウルとしてはとても⼤きい。外観はすべて曲線、建
物内部には柱が全く⾒られない⾮定型建築を実現させるために、当時先端
技術としてのBIMをフル活⽤し、技術改善・コーディネイト、施⼯管理も
含めソウル建築に与えた影響は⼤きく、それを実現した社会は、ザハの新
国⽴競技場案を断念した⽇本と何が違っているのかは⾮常に興味深い。
●有機的な曲線でつながる内部空間

 ファサードからすると⼀⾒閉鎖的にも思える内部も、意外にも明る
いのびのびとした空間が広がっていた。ファサードのアルミパネルに
は、⼀部パンチングメタルのように孔状になっていて、そこからやわ
らかな⾃然光が差し込み、真っ⽩で有機的な曲線でつながる内装が光
を反射し、より柔らかく明るい空間にしているみたいだ。
 （竹中工務店　西澤太良　にしざわ・たかよし）

■北村韓屋（ハノク）村
 朝鮮王朝の古宮・景福宮と昌徳宮に挟まれた位置にある北村韓屋村
は、朝鮮時代（1392〜1910年）から残る韓国の伝統家屋「韓屋（ハ
ノク)」が密集するエリアです。主に朝鮮時代に王族や両班（ヤンバ
ン）と呼ばれた当時の貴族たちが住んでいました。

 経済発展と建築基準規制緩和により、1990 年代には多くの韓屋が
撤去解体されたそうです。その後、急激な消失に危機感を持った住⺠
たちが保存運動を展開し、実⽣活との兼ね合いを考慮しながら韓国固
有の伝統・美観を維持しました。
●日本の伝統的家屋との違い

 今回、我々はゲストハウスとして改修されたハノクに実際に泊まるこ
とができました。⽇本の伝統的な家屋よりも反りの強い屋根は、丸⽡と
平⽡の組合せによる本⽡葺き。やや太い⾓柱と梁、丸太の垂⽊の架構と
なっており、外壁素材には漆喰・⽯・レンガ等が⽤いられています。⽬地
に装飾的な模様が施されている事例が多い様⼦。中庭を⼤切にした平⾯に
なっており、⽞関はなく、各部屋は庭から縁側に上がって⼊る形式です。

  

伝統的家屋が立ち並ぶ 内部は洗練されたデザインでリニューアル

●インバウンドに向けた快適で質の高い内装デザインリニューアル

 これらの外観・架構・平⾯の伝統的な特徴を残した上で、内装は綺麗
にリニューアルされていました。衛⽣設備・空調設備は機能的で美しい
ものがセレクトされており、韓国の建築デザインのレベルの⾼さを感じ
ます。シャワーもしっかりと熱いお湯が出て、とても快適。価格は⼀棟
貸しで⼀泊約12万円。 4 ⼈で泊って⼀⼈ 3 万円。これは海外旅⾏に来て、
せっかくだから異国の⽣活に触れてみたいと思うインバウンド利⽤者

（＝つまり今回は私達）にとって、その体験料⾦として決して⾼くないぞ
と感じました。国内の出張では安いビジネスホテルを使う私が、です。
 近年、業務において古⺠家をゲストハウスに改修設計するお話が舞
い込んだりするのですが、質の⾼い空間で宿泊体験ができるものであ
れば、⽇本でももう少し強気の価格設定をしても⼤丈夫そうだぞ、と
⾝をもって感じることができました。⾃信を持ちたいと思います。 
 （都市造形研究所　細井昭男 ほそい・あきお）

■ アモーレパシフィック本社ビル
（設計：チッパーフィールド）〈２日目〉

 韓国最⼤の化粧品メーカーアモーレパシフィックの本社ビルは建築家
デイビッド・チッパーフィールドの設計である。チッパーフィールドと
いえば23年にプリツカー賞を受賞したことで⼀層有名になった感はある
が、⽇本国内でも仕事をしており、その⼀つである猪名川霊園を⾒て、
そのさりげない美しさとそこに込められた熱量とに感銘を受けていた私
は今回の視察を楽しみにしていた。実際に訪問してまず感じたのは、端
正さから⽣まれた美しさだ。エントランスホールとなる⾜元のアトリウ
ムを主に⾒学したが、神殿のような厳格さを帯びつつ、四⽅や上⽅への
抜けが⾃由さ、解放感を与え、居⼼地が良い。また近年の本社オフィス
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ビルに増えてきている傾向でもあるが、このビルもエントランスホール
周りをパブリックスペースとして、企業のブランド発信の場となってい
る。空間が美しいが故同社の狙い通りの機能を果たしていると思うし、

「美の殿堂」というキャッチフレーズも全く⼤袈裟には感じない。

神殿のような厳格さを帯びたエントランスホールのアトリウム

アトリウムで見られた納まりディテール

 さて神殿のような厳格さについて深堀すると気付くことは、まず徹
底してモジュールに従ったプランニングがされていることだ。正⽅形
のアウトラインを持つ床の中⼼に正⽅形のヴォイドがある。残った
ㇿの字の空間も正⽅形のグリッドに基づいている。柱梁など構造体、
壁、ガラスの仕切りといった主たる構成要素はすべて中⼼軸がそのグ
リッドに乗っており、その厚みはそこから均等にオフセットされてい
る。正⽅形の特性を⽣かした作法であり、構想を練っている際はさぞ
や楽しかろうと思う。設計の後半で詳細を詰めていくと、⼀部に無理
が⽣じて建築家の受けるストレスは多く、先⾏逃げ切り型の経過をた
どるのが常である。しかし、この建物で粗さがしを試みるも、どこに
もそのような無理は感じなかった。それは最初から完成までを⾒通し
た初期構想の結果であり、建築家の豊富な経験と⾼いスキルに依るも
のだと考えられる。 （日建設計　塩田哲也　しおた・てつや）

■クアンギョ（光教）・ガレリア（設計：OMA)
 歴史と⽂化の街スウオン（⽔原）市の⾃然豊かな光橋湖公園⼀帯の
都市開発が国際コンペにより実施され、2017年に竣⼯。⾼層住宅タ
ワーに囲まれ、東側のコンベンションセンターと連絡通路でつなが

り、⼤通りの街路樹の美しい⾚松並⽊沿いにロッテモールが建つ好⽴
地。⼗⾊の正三⾓形の⽯を独創的に貼った外壁に、ガラスを多⾯的に
活⽤した不規則な三次元三⾓形のカーテンウォールのファサード。12
階建て、これがガレリアかとスケールにもビックリ。店内に⼊り売
り場を⾒物。 1 〜 4 Fは⼥性向け。ブティック、ジュエリーなどの⾼
級品が揃い、 5 〜 8 Fは男性⽤やキッズ、ベビー、リビング⽤品とス
ポーツ⽤品、 9 Fはグルメワールド。スタバやマクド等、⼿ごろな店
がずらり、賑わっている。ベンチやテーブルコーナーは各階ともに充
実。レイアウトもゆったり。10〜12Fの⾼層階、10Fはシネマ、11F
はカスタマーセンター、12Fは⽂化センターで、各種⽂化教室及びガレ
リアラウンジであった。ベビーカーに⼦供を乗せた若夫婦が特に多く、
ファミリーグループも賑やかで、⼟曜の午後の雰囲気が溢れていた。
売り場主体の⽇本の百貨店に対し、⾼層階全般を⽂化活動的空間とし
て、市⺠に開放して来客を重視する姿勢は、設⽴して以来、半世紀に
わたる伝統の中で、経営ノウハウによって培われたものと想定できる。

ガレリアカーテンウォールと地層の外観

 ガラスのカーテンウォールの中は、発掘
された公共空間として⼈が⾏き交い、外の
パノラマ空間の展望がすばらしい。上層階
にはゆったりと座れるソファーが置かれ、
本を読む⼈、スケッチをする⼈、スマホを
⾒る⼈など、思い思いに⾄福の時間を過ご
していた。このテラスで寛いでいる⼈々が
羨ましい。百貨店は今後、どのような変貌
を遂げるのだろうか。2010年、歴史建築視
察に建築協会で訪韓以来、14年ぶりに現代建築をめぐる旅に参加させ
ていただき、新しいソウルの「今」を随所で感じることができた 3 ⽇
間でした。皆様にお世話になりましてありがとうございました。
 （芳山明久　よしやま・あきひさ）

■ペク・ナムジュン（白南準）アートセンター
 世界的なビデオアーティストの⽩南準（ナム・ジュン・パイク）

（1932〜2006）の名を冠した美術館。2003年に国際公募で選ばれた
府ドイツの建築家キルステン・シュメル・マリナ・スタンコビッチの
共同デザイン。ブラウン管テレビを使い「映像アート」という新しい

ガレリア内部
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ジャンルの源流を創り出した⽅で、液晶や有機ELに慣れてしまった
⽬にはブラウン管は時代を感じる機器となったが、映像機器を箱に⼊
れたロボットや楽器、映像に観客が⼊って完成する作品など、今僕ら
が⽬にする映像アートはこの⽅の発想の延⻑線上であったことを気づ
かせてくれた。反射複層ガラスに特殊なシルクスクリーン印刷（ラン
ダムな⽔平ライン）を施したカーテンウォールにより、外観はただ周
囲の⾵景を映し出してい
るのではなく、ブラウン
管の 3 原⾊を囲う⿊い
グリッド越しに⾒える映
像のような効果を⽬指し
たものでとても好印象を
持った建築である。

■ロッテワールドタワー
 123階建、555ｍの⾼さの超⾼層ビル。設計はアメリカの建築事務
所KPF。上部に⾏くほど細くデザインされているさまは書道筆のよう
に優美な曲線が特徴。2017年竣⼯で今やソウルの重要なランドマー
クとなっている。外壁はLIXILがアメリカのCDCと共に担当されたと
のこと。⾒学は主に展望エリアが中⼼で到着はちょうど⽇の⼊時間で
⼤勢の⼈。展望エリアは充実しており117階から122階まではスカイ
テラスや外に出られるデッキ、カフェ、ショップ、シアターなどが完
備されている。中央のエスカレータや内部階段で回遊するようにきれ
いな⼣焼けとソウル市街の展望を楽しんだが⽬についたのは⾼層マン
ション群。20世紀に⼊り急速な住宅供給の必要性から⾼層化が進んだ
話を実感できた。

　

左：外観　右：118階スカイデッキ

 （伊藤建築設計事務所　冨田昌志　とみた・まさし）

■ 市民公園として開放されるかつての大統領府青
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伝統建築様式の個性を⾒せている。広⼤な内部ではかつての貴賓室や
執務室が開放され、歴代⼤統領の肖像画が展⽰された部屋はひときわ
⾒学者で賑わっていた。⻘⽡台と南側の景福宮⼀帯は、三⽅を稜線が
取り囲み、背後にはランドマークとなる⽩
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洞など、ソウル市全体の⾵⽔配置の原点
ともいえる重要なパワースポットとして位置付けられている。また、こ
こは北朝鮮国境までわずか40kmという位置にあり、1968年に北朝鮮ゲ
リラ部隊が⻘⽡台近くまで迫った⼤統領襲撃未遂事件について説明を受
けた。改めて戦時休戦下である⾸都の⼀⾯を実感することとなった。

景福宮で伝統衣装を愉しむ観光客／背景は勤政殿と白岳山

■朝鮮王朝時代の王宮「景福宮」
 ⻘⽡台の南側⼀帯には1395年に創建された朝鮮王朝時代の正宮で
ある景福宮が広がる。国宝の勤
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⾨ をはじめ
数々の⽊造建築が回廊によって⼀体的に構成され、東⼤寺・法隆寺の
伽藍配置を思い起こさせる重厚かつ巨⼤な⽊造建築に圧倒される。景
福宮⼀帯はインバウンド観光地としても⼈気が⾼いようで、朝鮮王朝
時代の伝統⾐装を⾝にまとった若者たちが多数往来し記念撮影を楽
しんでいた。私⾃⾝、ファンであった「チャングム」「トンイ」「イサ
ン」などの朝鮮王朝ドラマの場⾯と重なり、暫し佇みその情景に浸る
ことができた。 （アルダー環境設計室　眞弓浩二　まゆみ・こうじ）

■ アラリオミュージアム・イン・スペース
（設計：金寿根)

 ⾦
キム

寿
ス グ ン

根が設計した建築事務所兼⾃邸の旧空間社屋は、アラリオ
ミュージアム・イン・スペースと装いを変えながらも、モダニズムと
⾵⼟との格闘の記憶を留めた建築で、異彩を放っていた。周知のとお
り、⾦寿根は朝鮮戦争当時、兵役から逃れて⽇本に渡り、吉村順三の

カーテンウォールに覆われた外観
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下で学んだのち、丹下健三に師事したキャリアをもつ。扶余博物館で
は⽇本の神社に似た形態から倭⾊を批判され、その後韓国の伝統を強
調する作⾵へと向かい、その過程では軍事独裁政府への協⼒者と⾒な
されるなど、毀誉褒貶のある⼈物である。いまださまざまな⾯で影響
が否みがたかった⽇本へのアンビヴァレントな感情と、韓国⼈として
のアイデンティティの模索がこの作品にも如実に感じられ、あたかも
激動の韓国近代史を体現したかのようだった。

　

蔦の這った旧社屋とガラスの新社屋  　　  スキップフロアの旧社屋内部

 敷地内には、灰⿊⾊煉⽡の博を⽤い蔦の這った外観の旧社屋と、現在
主にレストランとして使⽤中の、ガラスのカーテンウォールをめぐらせ
た新社屋、前庭に置かれた韓屋、さらに⾼麗時代の⽯塔が並置され、時
代それぞれの波に洗われてきたこの国の歴史の重なりを感じさせる。
 旧社屋の美術館内は、スキップフロアにより分節される部屋部屋に
狭い螺旋階段が貫⼊し、移動するにつれ、空間の⼤と⼩、開と閉、明
と暗とを連続的に体感させる。かつて地下では演劇も上演されていた
らしいが、置かれた現代美術が場所によってはアングラ的な異物感を
ただよわせ、ホワイトキューブ内で⾒るのとはまた別の印象を与えた。

■ザ・インプリント（設計：MRDV）
  続いて訪れたMVRDV設計のザ・インプリントは、上記アラリオ
ミュージアムとは対極にあるような建物である。ホテルとエンターテ
インメント施設からなるパラダイスシティの⼀部がそれにあたり、ま
さに現代韓国のイケイケ感を象徴するかのようだった。

建物をゆがめた2つの外観

 現地到着後、ホテルのエントランスに⾜を運ぶやいきなりダミア
ン・ハーストと草間彌⽣の作品が鎮座しており、現代アートが富裕層
の知的スノビズムをくすぐる商業装置となっている現実を⽬の当たり
にする。さらに巨⼤な吹き抜け空間を抜けて広場に出ると、窓のない
⽩と⾦⾊の当該建築が現れてくる。コンプレックス内の周囲の建物の
ファサードをレリーフパターンとして投影し、刻印する、というコン
セプトらしいが、ドレープのように下部のめくられた造形はアグリー

すれすれ、というよりアグリーそのもの。残念ながら今回は建物内部
に⼊ることができなかったため、建築⾃体を正確に評する⾔葉を持た
ないが、それにしても、傷⼝のようにガラスのエントランスを覗かせ
つつ、太陽さながらに輝く⾦⾊は、以前OMAによるミラノのプラダ
社屋にも驚かされたが、ゴッホにも通じるような、オランダ的な⾊づ
かいなのだろうか。 （学習院大学教授　田上竜也　たがみ・たつや）

■ソウル現代建築への印象
 「ソウルの現代建築をめぐる」がテーマの視察旅。興味津々、瞳を
輝かせながら建築物を熱⼼に⾒学される皆様に同⾏させていただきま
した。久しぶりの仁川空港到着後建物に注⽬した旅へいざ出発。意識
して⾒る建物群は、以前にも増してひしめき合い、ガラス張りの⾼層
ビルやユニークな外観の建物が何と増えたことか。漢江以南のエリア
にこんなにもビル群が増えたことに驚きとK-POPや世界のサムスン電
⼦など韓国ブランドの勢いを感じました。特に今回巡った現代建築の
多くは建物＝四⾓のイメージを覆すウェーブや丸みを帯びた曲線が織
りなす姿がとても美しく感じられました。
●伝統建築と現代建築が織りなす役割

 都会の喧騒をものともせず、広⼤な敷地の中に佇む景福宮。困難な
時代を経て復元される歴史的・伝統的な⾵格と⾊調の建物は韓服を⾝に
まとう観光客を多く引きつけている。王宮のすぐ外側に建ち並ぶ現代建
築の背景にタイムスリップの様な不思議な感覚を覚えます。⾸都機能集
中、少⼦化による⼈⼝減少、超⾼齢化社会等ガイドさんのお話は⽇本が
抱える問題と重なる部分が多いと感じました。益々⾃然環境に対する配
慮が必要になり、⽬まぐるしい変化と競争社会の中、⼈を引きつける建
物や憩い空間が持つ役割がとても重要になると思いました。そう⾔った
意味でソウル新市庁舎はお役所の持つ堅いイメージはなくユニークなデ
ザイン空間と建物前の憩い広場に集まる⼈々のリラックスした表情から
居⼼地の良さが伝わりました。オーバーツーリズム問題はあるものの北
村エリアのハノク(韓屋)を宿泊施設として開放することはとてもよいア
イディアの上、伝統を維持するだけでなく最新機能を揃えた家屋は⽇本
での古⺠家や町家再⽣に通じるものを感じました。今回何よりも感⼼し
たのは皆様の建物に対する底なき探究⼼と強靱な体⼒でした。⾃⾝とは
全く異なった視点から隅々まで視察される姿勢に感服致しました。

　

ロッテワールドタワーから望む景色  　北村エリア閑静な韓屋住宅街

 （ディパーチャーズ　河合康子　かわい・やすこ）
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自然素材でやわらかく「包む」精神科病院

医療法人杏和会 阪南病院 B棟
大阪府堺市

本建物は、全個室化を実現した計135床の精神科専⽤病棟である。
⾼いプライバシー性が求められる閉鎖病棟主体の病棟構成に加え、
周囲を既存病棟や駐⾞場、近隣住宅に囲まれた⽴地環境であるため、
緑豊かな庭園を建物外周に配し、さらに⽊やレンガ、テラコッタと
いった⾃然素材で建物全体をやわらかく「包む」外観デザインとし
た。⾃然素材を「積む・並べる」といった要素の集合体として構成
することで、⽊々の枝葉からそっと光や⾵が差し込むような、閉じ
ながらも開かれた療養環境の実現を⽬指した。
建物外周には夏季の⽇射を遮蔽するメンテナンスバルコニーを設け
た上で、病室に⾯する建物南北⾯には⽊製ルーバーを、共⽤部が⾯
する東⻄⾯には透かし積みレンガやテラコッタルーバーを設けるな
ど、全⽅向からの⽇射や視線を有効に遮蔽できる計画とした。また、
⽊製ルーバーは病室からの眺望を阻害しない奥⾏き⽅向に深い構成
とし、製品規格⼨法の細い板材を40mmの隙間を設けながら複数本
並べて⾯を構成することで、陰影による光の動きをより顕在化させ、
病室内からも時の移ろいが⾝近に感じられる計画とした。
建物南側に設けた陽だまりの庭は、旧庭園の樹⽊や庭園⽯、起伏の
ある地形などを保存・再利⽤した⽴体的な庭園としており、周囲に
対する緩衝帯としてだけではなく、各病室内からそれぞれ趣の異な
る潤い豊かな景観を楽しむことができる。

安井建築設計事務所
益⽥正博・⻄野培夫・⼩⽥祐司
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+高耐久塗装+高耐久塗装

化粧パネル:St-6.0+F-BE化粧パネル:St-6.0+F-BE

塗膜防水塗膜防水

軒天：コンクリート打放し
　　  ＋耐候性塗装
軒天：コンクリート打放し
　　  ＋耐候性塗装

落下防止手摺:St-12+DP塗装落下防止手摺:St-12+DP塗装

木製ルーバー：水蒸気式高温熱処理木材
　　　　　 　 ＋木材保護塗装
木製ルーバー：水蒸気式高温熱処理木材
　　　　　 　 ＋木材保護塗装

カーテンボックスカーテンボックス

▽3FL▽3FL

▽2FL▽2FL

▽1FL▽1FL

南側病室周り矩計図（S=1/100）

自然素材の温かい風合いに包まれた西側外観

透かし積みレンガ越しに差し込む光視線や日射を抑制する木製ルーバー西日を抑制するテラコッタルーバー
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木質空間による屋内型公開空地が居場所を
多様に包む

第2名古屋三交ビル
愛知県名古屋市

名古屋駅を⻄側に望む賃貸オフィスビル・店舗・駐⾞場の複合ビル建
替計画。総合設計による建物内外⼀体での公共空間（敷地内歩道や⽊
製ルーバーに包まれた⾼さ11.4mの広場状内部空間）を整備し、街に
開かれたポケットパークとして憩い・賑わいを創出することを⽬指し
た。
特に、⽊質化した屋内型公開空地は、外部のストリートファニチャー
など、多様な居場所を内包し、積極的に活⽤される新しい公開空地

（オープンスペース）の在り⽅を追求した。
3 層吹き抜けを⽅⽴などを最⼩にした⼤判ガラスで構築して内外の⼀
体感を⾼め、100㎜×30㎜の杉集成材の⽊ルーバーを45°傾けること
で陰影をつけ、⾒る向きや⾓度によって景⾊が変化するダイナミック
な天井・壁の造形が⼈々を内部へ招き、⽊ベンチと共に包み込む役割
を果たしている。
⽊に包まれた屋内型公開空地はビル利⽤者にとって居⼼地の良いやす
らぎの空間が提供され、働く⼈々のウェルネスはもとより、賃貸オ
フィスビル⾃体の価値の向上に寄与する。近隣の住⺠や建物利⽤者に
とってもまちなかの憩い・滞在の場所となる。夜間はビルの⽞関閉鎖
後も時刻によって光のあて⽅や強さを変えながら⾏燈のように照らす
ことでまちの安全性を⾼める。発災時においても退避施設として⼈々
を包み込む役割を持ち、地域に永く根ざしていく場所となることを
願っている。

⽵中⼯務店
伊藤貴弘

高さ11.4m・約300㎡のオープンスペース

中央のベンチは空調吹出口にもなっており座る人の快適性も上げている

100㎜×30㎜の杉集成材を45°傾けることで表現したダイナミックな木質空間
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120mの長さで包む波屋根

あつたnagAya
愛知県名古屋市

概要
愛知県名古屋市熱⽥区に位置する名古屋鉄道 神宮前駅⻄側街区の再開
発プロジェクトである。約7000㎡の敷地を有し、元々建っていた⼤型
商業施設を平⾯、⾼さ⽅向ともに駅舎機能としての機能を残しつつ減
築し、空いたスペースに⽊造平屋の建物 3 棟を建てた。本敷地は名古
屋の観光地の⼀つである熱⽥エリアに位置しており観光商業施設とし
ての機能をメインに、多くの通勤通学者や地域住⺠に⽇常的に活⽤さ
れる場所が求められた。また隣接する商店街もあることから、敷地内
で完結せず、周囲と回遊性のある建築の建ち⽅も問われた。再開発と
いうと、低層に商業施設、⾼層にはオフィス、ホテルというイメージ
があるが、それとは⼀線を画すプロジェクトである。
2024年 9 ⽉に第⼀期AB棟、その後12⽉に第⼆期C棟が開業した。神
宮前駅⻄街区は「おとなの⾏きたいまち」を⽬指し、その中であつた
nagAyaは「地域で継がれる魅⼒を嗜み、再発⾒できる場所」を⽬的と
している。⾷べ歩きや、地域の⽂化、ここならではの⾷事を楽しめる
お店が軒を連ねる。ワゴン等も出店し、縁⽇が⾏われているような賑
わいが⽣まれた。今後は神宮前駅⻄⼝動線の改修、交番やロータリー
の整備なども控えている。

設計主旨
配置と屋根とファサードについて尽⼒した計画である。
敷地は名鉄神宮前駅⻄⼝の駅前空間であり、120mのファサードを道路
に向けている。⾞での往来も多いため、⾞で通⾏する⼈も⽴ち寄りた
くなるような建築を⽬指し、敷地の⻑さを⽣かした配置とした。また
JR熱⽥駅⽅⾯へ向かう既存商店街との連続性を出すため、横断歩道の
位置や通り抜けを意識し、 3 棟のバランスを考慮した。
A棟は⼤型商業施設であった神宮前駅⻄⼝建物のデザインを踏襲した。
建物解体時はSRCの切断⾯が露わでその姿に惚れ惚れし、駅舎デザイ
ン監修時はそのまま活かすことで構想をしていたが、駅という公共性
の⾼い施設から断念。A棟では解体の都合から半端に切られた梁、柱
の形から断⾯⼨法や柱のスパンを決め、その名残を感じられる建築と
し、⾻太な⽊造建築を⽬指した。
BC棟の反復する波屋根は各店舗が顔を持つことを意識した。⽇本の伝
統的な⽊造建物をイメージソースとしながら、ここならではの⾷事や
⽂化を嗜むには名古屋らしさが必須と考えていた時に、写真家の⼤⼭
顕が名付けた「名古屋根」に⾏き着いた。これはホテルや店舗の前に
テント屋根が敷地から歩道に⾶び出している屋根のことであり、サイ
ン機能やタクシーから⾬に濡れずに⼊れるもてなしの精神、そして⽬
⽴つことに名古屋らしさを再認識した。商店街との連続した⼩店舗の
繋がりによって賑やかさを出すためにも⼩割りの波屋根を連続させ、
名古屋根のような象徴としている。またBC棟東側は、隣接商店街屋根
の⾼さに揃え⼀体感を持たせ、商店街の⾚⻩緑の⽇除け（だと思われ
る）を意識したテントを店舗の看板として取り⼊れる、ここらしい屋
根に⾏き着いた。
四⾓錐の⽊造フレームは、往来が多い条件において⼈がぶつからない
ブレースを考えた結果、下に広がる向きを採⽤した。多くの椅⼦を確
保するため構造体に座⾯を設け居場所化し、⽬論⾒通り賑やかに利⽤
されている。また⽴⾯四⾯に加え、駅ホームや歩道橋から⾒られる 5
⾯ファサードで、室外機や配管などが露呈すると裏ができテナント
リーシング的に場所の価値が下がるため、設備配置にも注⼒した。

ナノメートルアーキテクチャー
野中あつみ・三⾕裕樹

西道路側より120ｍの連続したファサード

単純な組み方で曲面を構成した（建て方時の様子）

ここならではの店舗が波屋根の元に連続する

左奥に見えるのは駅の動線である神宮前駅西口建物
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■はじめに
 ⿓⾕⼤学瀬⽥キャンパスGreen Deck/Sky Deckは、学⽣が集い、
様々な活動を広げる、新たな⾵景と居場所づくりを⽬的としたプロ
ジェクトである。既存の礼拝施設「樹⼼館」に隣接した位置にGreen 
Deckおよびお弁当売り場、校舎の中庭にSky Deckと、計 2 箇所に

「樹のフォリー」を整備し、学⽣同⼠の共創の場となることを⽬指し
た。フォリーとは、庭園や公園内などにある、特定の⽤途を持たな
い建物である。
●地元産木材を使用した樹形ユニット

 フォリーの形状は樹の幹に⾒⽴てた組み柱を中⼼に約 4 m× 4 mの
屋根を広げ、樹の形をモチーフとした。この樹を単体または複数組
み合わせてユニット化し、既存の樹⽊と呼応するように配置した。
 Green Deckの屋根は下地に杉板（本実加⼯）を⽤いて⽊⽬の美し
い軒天とし、Sky Deckは校舎の中庭に設置するため、⽊漏れ⽇を感
じられる開⼝の開いた折板を⽤いた。
 材料には地域産⽊材であるびわ湖材を使⽤した。設計と並⾏して、
森林ワークショップを⾏い、⽊材が伐採、製材されるまでのプロセ
スを学⽣や教職員とともに学んだ。

写真1　上：Green Deck　下：Sky Deck

■構造計画
●通し貫を耐震要素とした伝統工法

 ⾦物を極⼒⽤いないことを構造的
なテーマとして掲げ、伝統⼯法であ
る貫架構を採⽤した。120⾓の 4 本の
柱を通し貫で繋ぎ、柱と通し貫のめ
り込みによって抵抗する。架構の耐
⼒は通し貫の仕⼝の数に⽐例すると
し、架構の耐⼒の合計が地震⼒及び
⾵圧⼒を上回るよう通し貫の本数を
決定した。
 Green Deckの柱梁接合部は、柱頭のほぞに梁を差し込む納まりと
した。ほぞには込み栓を打ち込み、吹上荷重に対して抵抗する。Sky 
Deckは梁の下に肘⽊を設け、⽚持ち梁のたわみを抑制した。
 ⼯務店で1/2スケールモックアップを作成していただき、接合部の
納まりなど⼯務店の⽅々と共に検討した。
 法的な解釈としては、Green Deckは四号特例に該当し、あずまや
に分類され、Sky Deckは⼯作物であるため、仕様規定は適⽤されず、
⾦物を⽤いない伝統⼯法を採⽤することができた。

写真 3　1/2スケールモックアップ 図1　接合部詳細図

■おわりに
 ⽊が多くの⼈の⼿に渡り、徐々に形を変え、最終的に樹のフォ
リーとして⿓⾕⼤学の新たなシンボルが完成した。今後も学⽣たち
の活動によってさらに変化していくことが楽しみだ。

写真 1 ，2 は有限会社みどりや写真商会が撮影

4 6 3

構 造
の頁

伝統工法を用いた樹のフォリー
～龍谷大学瀬田キャンパス
Green Deck / Sky Deck～

株式会社安井建築設計事務所　構造部　宮永友莉子

みやなが・ゆりこ
1996年⽣まれ。神⼾⼤学⼤学院修了
2021年株式会社安井建築設計事務所⼊社

写真 2　組み柱
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■取組の経緯
 広島県防災情報システムについては、災害の予防や⼈的被害の軽減
等のために、必要な情報の収集と防災関係機関における情報共有及び
県⺠への情報提供を⽬的として、2000年から運⽤を開始しており、こ
れまで必要に応じてシステム更新を実施し、機能強化を図っている。
 防災情報システムは、各県それぞれがシステムを構築・運⽤してお
り、多⼤なコストや⼈的リソースを要しているが、共同利⽤によって、
これらの課題を解消することを⽬指して、2020年度から中国地⽅知事
会広域デジタル部会に防災情報システムワーキングチームを設置し、
システム共同化に向けた議論を開始した。

■防災情報システムの目指す姿
 広島県では、防災情報システムの更新に向けて、発災前の住⺠の避
難促進や発災後の迅速かつ的確な救助・捜索等の災害対応につなげて
いくため、2021年度に、「次期防災情報システムの⽬指す姿」を策定
し、次の 4 点を整理した。
  1 点⽬は、発災時における迅速な被害情報の収集・共有と最適な意思
決定の実現、 2 点⽬は、新たなテクノロジーを活⽤した早期の住⺠避難
の促進と災害発⽣前に重点を置いた災害対応の実施、 3 点⽬は、システ
ムの構築・運⽤コストと⼈的リソースの低減、4点⽬は、システム乗り
換えが随時可能な、柔軟性や拡張性の⾼いシステム構成の実現である。
また、上記のワーキングチームにおいて、共同利⽤が可能な機能につ
いて議論を進め、2022年度までに、中国 5 県が災害対応で共通に必要
とする機能を図 1のとおりとりまとめた。

図1　中国 5県が災害対応で共通に必要とする機能

■次期防災情報システムの概要
 上記ワーキングチームで整理した機能をもとに、次期防災情報シス
テムの概要を図2に⽰すとともに、導⼊後の災害対応のイメージを図3
に⽰す。
 これらの機能を活⽤して災害対応における迅速な意思決定を⽀援し、
住⺠の早期避難や迅速な救助活動の実施の促進を⽬指すこととした。

図 2　次期防災情報システムの概要
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図 3　次期防災情報システム導入後の対応イメージ

■共同運用を実施するメリット
 次に、防災情報システムを共同利⽤することで想定されるメリット
について記載する。
  1 点⽬に、各県・各市町村の広域応援の円滑化が挙げられる。他県
に関する被害情報や気象情報が把握できることで、物資輸送等の広域
応援に関する意思決定の迅速化に寄与するとともに、同⼀システムを
利⽤していることで、職員派遣等の広域応援時の円滑な業務遂⾏につ
ながると考えられる。
  2 点⽬として、各種情報システムとの連携の効率化が挙げられる。
共同のシステムを構築することで、国等の各種情報システムとの連携を
各県で個別に⾏う必要が無くなるため、効率の良い連携が可能となる。
 このほか、各県で共通する機能について共同利⽤を⾏うことで、各
県単独で同規模のシステム構築・運⽤を⾏う場合と⽐較して、費⽤の
低減が⾒込まれる。

■今後の取組
 最後に、本取組に関する今後の予定について記載する。
 中国 5 県で共通に必要とする機能を備えた、次期防災情報システム
については、2025年から運⽤を開始することとし、まずは広島県と⿃
取県で共同利⽤することを予定している。
 既存システムの更新のタイミングが合わなかったことなど、今回不
参加となった３県に対しては、共同利⽤のメリットや実際の運⽤状況
などの情報を提供しながら、引き続き共同利⽤を呼びかけていく。

広島県と鳥取県における
防災情報システムの共同構築・運用について

広島県　危機管理監危機管理課

6 5 3

法 令
コーナー
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パウル・クレー展
―創造をめぐる星座

②
2組

20世紀美術に燦然と輝くスターたちとの共演！

パウル・クレー《チュニスの赤い家と黄色い家》
1914年　パウル・クレー・センター蔵

 スイス・ベルン⽣まれのパウル・クレー（1879-1940）は、そ
の独創的な画⾵から、⽣前より⾼い評価を受け、現在では20世紀
前半に活躍した最も重要な美術家のひとりとみなされている。
 本館を含め国内 3 館を巡回する本展では、ベルンのパウル・ク
レー・センターとの学術的な協⼒のもと、キュビスム、表現主義、
ダダ、シュルレアリスムといったクレーと同時代の美術動向にも
⽬を向け、他作家の作品とあわせて展⽰することで、クレーの独
⾃性にとどまらずその同時代性や交流などにも焦点を合わせる。
 本展は兵庫県⽴美術館では10年ぶりに開催のクレー展となる。

期　　　間　3月29日（土）～5月25日（日）
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日、5/7（水）
　　　　　　※5/5（月・祝）は開館
観　覧　料　一般2,000円、大学生1,500円、高校生以下無料
　　　　　　70歳以上1,000円
　　　　　　＊一般以外の料金適用には当日証明書の提示が必要
　　　　　　　障がい者手帳をお持ちの方（一般）500円
　　　　　　　障がい者手帳をお持ちの方（大学生）350円
　　　　　　＊障がい者手帳をお持ちの方 1名につき、
　　　　　　　その介助の方 1名は無料

会　　　場　兵庫県立美術館
　　　　　　神戸市中央区脇浜海岸通1-1-1
　　　　　　HAT神戸内
　　　　　　TEL.078-262-1011

ART OF THE REAL アート・オブ・
ザ・リアル　時代を超える美術

①
5組

―若冲からウォーホル、リヒターへ―

 ⿃取県⽴美術館のオープニングを飾る開館記念展。
 江⼾/現代、⽇本/世界の広がりをもつ当館コレクションの特徴
を交えながら若冲以降の各時代を代表する名品約180点を⼀堂に
展⽰。古来より美術の重要なテーマであった「何が “リアル” か」
という問いをめぐる挑戦の軌跡を時代・ジャンルを超えて紹介し、
⿃取県⽴美術館でしか体験できないアートとの出会いを創出する。

 ⿃取県⽴美術館は、⿃取県⽴博物館から美術部⾨を独⽴させ、
PFI⼿法の採⽤など、さまざまな新しい可能性を取り⼊れ、新時
代の美術館にふさわしい施設として出発する。⼤御堂廃寺跡を臨
み、美術館としては異例の、陽光があふれる開放的な広がりを特
徴とした建築となっている。

期　　　間　　3月30日（日）～6月15日（日）
　　　　　　　9：00～17：00
　　　　　　　夜間開館日：5/3（土･祝）、6/14（土）は21：00まで
　　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
 休　館　日 　月曜日（3/31、4/28、5/5は開館）
 観　覧　料 　一般1,600円、大学生1,000円、高校生500円、
　　　　　　　中学生300円
　　　　　　　＊ 未就学児、障がいのある方・難病患者の方・

要介護者等及びその介護者は無料

 会　　　場 　鳥取県立美術館
　　　　　　　鳥取県倉吉市駄経寺町2-3-12

　　　　　　　TEL.0858-24-5442

i n f o r m a t i o n
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リビング・モダニティ
住まいの実験 1920s-1970s

④
3組

モダン・ハウスを7つの観点から再考

藤井厚二 聴竹居 1928年　撮影：古川泰造 

 本展は、暮らしを根本から問い直し、快適性や機能性、芸術性
の向上を⽬指して設計された⼾建て住宅を紹介する。1920-70年代
にかけて建てられたそれらのモダン・ハウスは、隆盛したモダニ
ズム建築の造形に呼応しつつも、時代や地域、気候⾵⼟、社会と
も密接につながり、家族の属性や住まい⼿の個性をも⾊濃く反映
している。理想の⽣活を追い求めた建築家たちによる暮らしの⾰
新は、それぞれの住宅に固有の⽂脈と切り離せない関係にある。
 ⼀⽅、それらの住宅は、近代において浮上してきた普遍的な課
題も解決した。⾝体を清潔に保つ衛⽣設備、光や⾵を取り込む開
放的なガラス窓、家事労働を軽減するキッチン、暮らしを彩る椅
⼦や照明などの調度、そして住まいに取り込まれた豊かなランド
スケープは、20世紀に⼊り、住宅建築のあり⽅を決定づける要素
となった。そして、こうした新しい住まいのイメージは、住宅展
⽰や雑誌などを通じて視覚的に流布された。
 今から100年ほど前、実験的な試みとして始まった住まいのモ
ダニティは、⼈々の⽇常へと浸透し、今なお、かたちを変えて息
づいている。本展は、今⽇の私たちの暮らしそのものを⾒つめ直
す機会にもなるだろう。

期　　　間　3月19日（水）～6月30日（月）
　　　　　　10：00～18：00　金・土は20：00まで
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　火曜日、5/7（水）　※4/29（祝）、5/6（振休）は開館
観　覧　料　一般1,800円、大学生1,000円、高校生500円
　　　　　　＊中学生以下入場無料
　　　　　　＊障がい者手帳持参の方（付添1名まで）は入場無料

《巡回予定》兵庫県立美術館　9/20（土）～2026/1/4（日）

会　　　場　国立新美術館
　　　　　　企画展示室1E/2E
　　　　　　東京都港区六本木7-22-2
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）

モネ 睡蓮のとき
Le dernier Monet：Paysages d'eau

③
2組

春の京都に集う、究極のモネ展

 クロード・モネ《睡蓮》1916-1919年頃　油彩／カンヴァス
マルモッタン・モネ美術館、パリ　Ⓒ musée Marmottan Monet

 印象派を代表する画家のひとりであるクロード・モネ（1840-
1926）は、⼀瞬の光をとらえる鋭敏な眼によって、⾃然の移ろい
を画布にとどめた。しかし後年になるにつれ、その芸術はより抽
象的かつ内的なイメージへと変容してゆく。
 モネの晩年は、最愛の家族の死や⾃⾝の眼の病、第⼀次世界⼤
戦といった多くの困難に直⾯した時代でもあった。そのような中
で彼の最たる創造の源となったのが、ジヴェルニーの⾃邸の庭に
造られた睡蓮の池に、周囲の⽊々や空、光が⼀体となって映し出
されるその⽔⾯だった。そして、この主題を描いた巨⼤なカン
ヴァスによって部屋の壁⾯を覆いつくす “⼤装飾画” の構想が、
最期のときにいたるまでモネの⼼を占めることになった。この試
⾏錯誤の過程で⽣み出された、 2 ｍを超える⼤画⾯の〈睡蓮〉の
数々が本展の中⼼となる。
 世界最⼤のモネ・コレクションを所蔵するパリのマルモッタン・
モネ美術館より、⽇本初公開作品を含むおよそ50点が来⽇。さらに
⽇本各地の所蔵作品も加え、モネ晩年の芸術の極致を紹介する。

期　　　間　3月7日（金）～6月8日（日）
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入場は17：30まで
　　　　　　※本展は予約優先制。美術館HPから予約いただけます。
休　館　日　月曜日　※ただし4/28、5/5（祝）は開館
観　覧　料　一般2,300円、大学・高校1,700円、中学・小学1,000円
　　　　　　＊未就学児無料
　　　　　　＊障がい者手帳など提示の方本人と介護者 1名無料
　　　　　　＊学生料金適用には学生証の提示が必要（小学生除く）

会　　　場　京都市京セラ美術館
　　　　　　本館 北回廊1階・南回廊1階
　　　　　　京都市左京区岡崎円勝寺町124
　　　　　　TEL.075-771-4334

i n f o r m a t i o n
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ロバート・キャパ　戦争⑥
5組

20世紀を代表する報道写真家がとらえた戦争

「Dデー作戦」でオマハ・ビーチに上陸する米軍、
ノルマンディー、フランス　1944年 6月 6日／ 東京富士美術館所蔵

 20世紀が⽣んだ偉⼤な写真家のひとり、ロバート・キャパ。
「カメラの詩⼈」と⾔われ、また優れた「時代の証⾔者」でもあ
る。その写真の背景には苦闘するヒューマニストの眼がある。戦
争の苦しみをとらえるとき、そこにキャパの⼈間としてのやさし
さ、ユーモアがある。それだけでなく写真のもつ衝撃⼒を⾒分け
る確かな眼を持ち合わせていた。キャパは⼈間を取り捲く状況を
少しでもよいものにしようという強い信念と情熱をもって状況に
⾝を投じたが、昨今のロシアとウクライナ、パレスチナやレバノ
ンとイスラエル等の地域における紛争、シリアのアサド政権崩壊
による影響など、世界の現状は、残念ながらキャパの願った思い
とはほど遠いものとなっている。それ故にこそ、いまあらためて
キャパの写真証⾔を⾒直すことの意義があるのだ。
 本展では、東京富⼠美術館が所蔵する約1000点のコレクショ
ン・プリントから、“戦争” に焦点をあてた作品約140点を厳選し
て展⽰する。

期　　　間　3月15日（土）～5月11日（日）
　　　　　　10：00～18：00（木・金は20：00まで）
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日、5/7（水）　※5/5（祝）は開館
観　覧　料　一般1,200円、学生・65歳以上1,000円、
　　　　　　高校生800円
　　　　　　＊ 中学生以下および障害者手帳をお持ちの方とその

介護者（ 2名まで）は無料
　　　　　　＊第 3水曜日は65歳以上無料

会　　　場　東京都写真美術館
　　　　　　東京都目黒区三田1-13-3
　　　　　　恵比寿ガーデンプレイス内
　　　　　　TEL.03-3280-0099

ヒルマ・アフ・クリント展⑤
5組

世界が注目、ついにアジア初上陸

4点とも　ヒルマ・アフ・クリント《10の最大物》より
左《グループIV，No. 2，幼年期》、中左《グループIV，No. 3，青年期》、
中右《グループIV，No. 7，成人期》、右《グループIV，No. 9，老年期》

ヒルマ・アフ・クリント財団
By courtesy of the Hilma af Klint Foundation

 20世紀初頭、カンディンスキーやモンドリアンといった同時代
のアーティストに先駆け、抽象絵画を創案した画家として、近年
再評価が⾼まるヒルマ・アフ・クリント。
 19世紀後半のスウェーデンに⽣まれた彼⼥は、1906〜15年に
かけて全193点の抽象絵画「神殿のための絵画」を描き上げる。
それらは⾃⾝が構想した神殿を飾るためのものだった。その後、
死去するまで制作を続けたが、作品はほとんど展⽰されることな
く⼿元に残された。
 彼⼥の残した1,000点を超える作品群が注⽬されたのは21世紀
に⼊ってからで、未知の画家として世界に驚きをもって迎えられ
ることになる。2013年にストックホルム近代美術館から始まった
ヨーロッパ巡回の回顧展は100万⼈以上の動員、2018年のニュー
ヨーク・グッゲンハイム美術館の回顧展は60万⼈の動員を記録す
るなど、その注⽬は全世界的なものとなっていった。アジア初の
展覧会となる本展では、彼⼥のキャリアにおける⼀つの到達点と
⾔える、⾼さ 3 m超・10点組の絵画《10の最⼤物》（1907年）を
はじめ、すべて初来⽇となる作品約140点が出品される。作品以
外にも、多様な制作の源の紹介をまじえ、ヒルマ・アフ・クリン
トの画業の全容をご覧いただける。

期　　　間　3月4日（火）～6月15日（日）
　　　　　　10：00～17：00（金・土は20：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　月曜日、5/7（水）
　　　　　　※3/31（月）、5/5（月・祝）は開館
観　覧　料　一般2,300円、大学生1,200円、高校生700円
　　　　　　＊ 中学生以下、障害者手帳をご提示の方とその付添者

（ 1名）は無料。それぞれ入館の際、学生証等の
年齢のわかるもの、障害者手帳等をご提示ください。

会　　　場　東京国立近代美術館
　　　　　　1F企画展ギャラリー
　　　　　　東京都千代田区北の丸公園3-1
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）

①〜⑥各展の招待券を記載の組数分
ご⽤意しています。（ 1 組＝ 2 枚）

招待券の抽選応募フォームは協会ホームページの会員専⽤ページ内にあります。会員IDやパス
ワードがご不明な場合は、⽇本建築協会総務課（soumu@aaj.or.jp）まで。応募期限は毎⽉20⽇、
厳正に抽選（*）、招待券は当会より郵送でお届けいたします。当選発表は招待券の発送をもって
かえさせていただきます。（*）応募できるのは個⼈会員に限定、抽選に際しては初回申込者優先。
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日本建築協会

月 間 の 動 き  2025年 1月

常任理事会

第 6回常任理事会
1 月22日（水） 17：30～19：35
協会会議室＆WEB
出席者　指田会長ほか12名
議　事（ 1） 臨時理事会（書面開催）について
　　　（ 2） 教育に資する団体正会員勧誘のた

めのアプローチについて
　　　（ 3） 事務局リニューアル進捗
　　　（ 4） 2025年度新入会員ガイダンス
　　　（ 5）「建築と社会賞」について

編集企画委員会

第10回編集企画委員会
1 月17日（金） 18：00～19：20
WEB
出席者　三宗委員長ほか 8名
議　事（ 1） 2 月号　ひと・まち・建築小委員

会 状況報告
　　　（ 2） 3月号　東海支部特集
　　　（ 3） 4月号　制作に向けて
　　　（ 4） 5月号　環境分科会状況報告
　　　（ 5）その他
第 3回建築デザイン分科会
1 月14日（火） 19：00～20：40
鹿島建設会議室＆WEB
出席者　松本幹事ほか 7名
議　事（ 1） 4月号担当頁について
　　　（ 2） 6月号以降関西万博特設頁について
　　　（ 3） 8月号　当分科会特集について
第 7回空間デザイン分科会
1 月 9 日（木） 19：00～20：00
WEB
出席者　河西副幹事ほか 4名
議　事（ 1）12月号特集振り返り
　　　（ 2） 4月号担当頁について
第 8回空間デザイン分科会
1 月30日（木） 18：00～20：00
WEB
出席者　黒栁幹事ほか 6名
議　事（ 1） 4月号担当頁　記事作成
　　　（ 2）その他
第 7回構造分科会
1 月 7 日（火） 18：00～18：50
WEB
出席者　古島幹事ほか 6名
議　事（ 1）構造の頁
　　　（ 2） 4月号特集の件
　　　（ 3）その他
第 9回環境分科会
1 月 8 日（水） 18：00～19：10
WEB
出席者　橋本幹事ほか 7名
議　事（ 1）「設備の頁」の企画
　　　（ 2） 4月号担当頁について
　　　（ 3）他分科会コラボ企画について
　　　（ 4） 5月号特集について
　　　（ 5） 6月号以降関西万博特設頁について
第10回環境分科会
1 月29日（水） 18：00～19：00
WEB
出席者　橋本幹事ほか 5名
議　事（ 1）「設備の頁」の企画
　　　（ 2） 4月号担当頁について
　　　（ 3）他分科会コラボ企画について
　　　（ 4） 5月号特集について
　　　（ 5） 6月号以降関西万博特設頁について

第 9回施工材料分科会
1 月21日（火） 16：00～17：30
協会会議室＆WEB
出席者　門野幹事ほか 4名
議　事（ 1）編集企画委員会の報告
　　　（ 2）2025年 4 月号企画について
　　　（ 3）分科会の今後の運営について
　　　（ 4）編集企画委員会出席について
第10回法令分科会
1 月21日（火） 16：00～17：45
三菱UFJリサーチ&コンサルティング会議室
出席者　𠮷田幹事ほか 5名
議　事（ 1）2025年4月号の特集
　　　（ 2）2025年9月号の特集　ほか
第10回ひと・まち・建築小委員会
1 月23日（木） 19：00～20：00
協会会議室＆WEB
出席者　澤田小委員会委員長ほか 3名
議　事（ 1）作品の選定
　　　（ 2）作品の掲載状況、予定
　　　（ 3）gallery掲載報告、予定
　　　（ 4） その他・2025年度 4月号特集の件

など

事業委員会

第 6回情報見学小委員会
1 月 9 日（木） 18：00～19：00
協会会議室＆WEB
出席者　 中尾事業委員長、大森小委員会委員長

ほか10名
議　事（ 1）本年度の事業について
　　　（ 2）来年度の事業について
　　　（ 3）その他
第10回CCCフォーラム
1 月20日（月） 19：00～20：00
WEB
出席者　本田小委員会副委員長ほか 5名
議　事（ 1）青年技術者交流会について
　　　（ 2） パネルディスカッションの開催の

検討
　　　（ 3）その他

出版委員会

第 9回出版委員会
1 月28日（火） 17：00～18：10
協会会議室＆WEB
出席者　 西委員長代行ほか 6名（会場 6名　

WEB 1 名）
議　事（ 1）既刊書籍経過報告
　　　（ 2）制作進行中の書籍
　　　（ 3）今後の出版テーマ
　　　（ 4）講習会・セミナー等の企画

教育委員会

第 3回工高生教育小委員会
1 月29日（水） 18：00～19：00
WEB
出席者　 橋寺教育委員長、谷口小委員会委員長

ほか 3名
議　事（1） 次年度第71回工高生デザインコン

クール募集規定について
　　　（ 2）今後の予定について
　　　（ 3）その他

未来創生プロジェクト

第 7回建築次世代委員会
1 月30日（木） 18：30～19：30
OMM 4階W会議室＆WEB

出席者　 中村未来創生委員長、菅原小委員会委
員長ほか 6名

議　事（ 1）リアル見学会の検討
　　　（ 2） 人に焦点を置くインタビューやイ

ベントの検討
　　　（ 3）その他
第10回2040委員会
1 月20日（月） 19：00～21：30
Style-A＆WEB
出席者　駒井小委員会委員長（リーダー）ほか5名
議　事（ 1）企画内容
　　　（ 2）その他
第3回2040オープン委員会
1 月24日（金） 19：00～22：30
β本町橋
出席者　 駒井小委員会委員長ほか9名、一般16名
ワークショップ「多様性」
第 9回U-35委員会
1 月 9 日（木） 19：30～22：00
大成建設会議室＆WEB
出席者　 河﨑小委員会委員長ほか14名
議　事（ 1）活動／予定
　　　（ 2）次回予定／その他

講習会

2024年度建築工事実務講習会「施工計画」
1 月21日（火） 9：00～17：00
大阪府建築健保会館6Fホール
出席者　指田会長、寺岡委員長
講　師　戸田建設㈱　山東圭司氏
　　　　清水建設㈱　伊藤維俊氏
参加者　81名
2024年度建築工事実務講習会「積算・仮設見積」
1 月28日（火） 13：30～17：00
ドーンセンター5F特別会議室
出席者　指田会長、寺岡委員長
講　師　㈱大林組　鄭泰允氏
参加者　86名

審査会

第 2回論考コンクール審査委員会
1 月27日（月） 19：00～20：15
協会会議室
出席者　髙田審査委員長ほか 3名
議　事（ 1）一次審査通過の決定
　　　（ 2） オンライン公開プレゼンテーショ

ンについて
　　　（ 3）最終審査について
　　　（ 4）表彰関連について

実行委員会

第 1回論考コンクール実行委員会
1 月15日（水） 18：00～19：30
協会会議室＆WEB
出席者　吉村委員長ほか 4名
議　事（ 1）新任実行委員の紹介
　　　（ 2） オンライン公開プレゼンテーショ

ンについて
　　　（ 3）第 8回コンクールについて
　　　（ 4）第 9回以降の審査委員について
　　　（ 5） 第 9回テーマ案　フリーディスカッ

ション


